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研究成果の概要（和文）： 

図版などを収集したことにより古代写経の識語の本文を確定させた。この確定本文を基礎に

して日本史学・日本文学・日本語学・仏教学の協同作業によって注釈作業を進め、識語にこめ

られていた祈願内容を抽出することができた。また識語のなかで特に重要と思われるものは注

釈内容を学術雑誌において公表した。 

これにより信頼できる識語本文の集成が完成し、写経識語を新たな歴史資料として活用する

基礎的条件を整えることができた。写経の識語が古代の社会・信仰を考えるうえで有益な情報

を含んだ文字史料である。今後はさらに敦煌写経など同時代の中国における事例との比較など

も視野に入れ、研究の展開が期待できる。 

 

研究成果の概要（英文）： 

Transcriptions of Early Sutras were identified with the use of images. 

Work then proceeded onto interpreting these sutras in a joint project involving the fields 

of Japanese history, Japanese literature, Japanese language and Buddhism. 

The most important of these interpretations were published in academic magazines. 

This has enabled the acquisition of the fundamental conditions for using these as new 

historical records. 
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１．研究開始当初の背景 

 戦後の日本古代史研究では編纂された史

書（二次資料）の歴史観を相対化するものと

して、金石文や木簡といった一次資料の研究

が進展した。考古学と文献史学の協同研究に

よって、現在では文字の書かれたモノとして

の特性がひろく認知されるにいたった。また 

東アジアの規模での比較も重ねられること

により、木簡は奈良時代の文字史料として確

たる位置づけを得ている。 

 ところが同じ古代の一次資料といっても、

写経に書かれた紀年・人名・願文といった文

字情報に関しては、書道史・美術史の分野を

除いてあまり注意がはらわれてこなかった。

仏教テキストを書記した「写経」という素材

に対し、古代史の側で史料学的関心が乏しい

面があっただろう。 

 しかし最近は正倉院文書の多面的な研究

が展開され、奈良時代の王権中枢と密接につ

ながる「写本工房」とでも呼ぶべき写経機関

の活動が明らかになってきた。そこで写され

たテキスト（写経）と写される過程（正倉院

文書）を橋渡すものとして、写経の銘文は史

料研究の上で不可欠の存在である。 

そこで古代写経に書かれた文字情報を「識

語」と総称し、新たな古代史の文字史料とし

てその意味を定置し、古代史を豊かに描き出

すための史料としての可能性を引き出すこ

とを意図した。 

 

２．研究の目的 

古写経の識語は八世紀の肉筆として、それ

自体が貴重な一次資料である。木簡などの出

土文字史料と比べると、識語は写経というモ

ノに従属した特殊性もあって古代史研究で

は積極的に活用されてこなかったきらいが

ある。 

そこで進展する木簡・正倉院文書の研究を

援用して写経そのものに検討を加えること

により、人名や地名はもとより、仏教による

信仰を願文の形式で表明した古写経の識語

が有する仏典であるがゆえの特殊性・文字史

料であることの普遍性を把握し、新たな古代

文字史料に参入させることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 先行する研究では古代写経の識語を活字

版で翻刻して紹介したものが多く、研究者に

よって識語の本文そのもので字句の相違が

存在する。また翻刻はあっても訓読・注釈は

なされていないため、意味内容の理解が十分

でなかったといえる。 

 そこでまず信頼すべき本文の確定を最優

先に掲げ、奈良時代写経の識語すべてを対象

として写経の写真画像を収集、画像をもとに

翻刻を行った。 

識語は難解な漢文構造・仏教語が多いので、

日本史学の分野にとどまらない研究者の知

見が必要であり、確定した本文にもとづいて

訓点を施すことが不可欠である。そのため日

本史学・日本文学・日本語学・仏教学の分野

から写経識語に関心をもつ研究者に参加を

要請し、協同による識語の注釈作業を進める

ための研究会を組織した。研究会は園田学園

女子大学を会場として毎月一回程度開催し、

奈良国立博物館編『奈良朝識語』の図版をベ

ースとした。 

加えて各地の博物館で所蔵される古写経

の観察を行い、図版だけでは知り得ない墨

色・字体の相違についてデータを収集した。 

 

４．研究成果 

（１）古代史史料としての写経識語の提示 

研究会での討議を経て、奈良時代写経の識

語ほぼ全点にわたる本文の確定・注釈作業が

完了した。おもな識語については続日本紀研

究会（大阪歴史学会古代支部会）が刊行する

学術誌『続日本紀研究』において連載の機会

を得、作業成果の公表を開始した。 

写経の識語が古代の社会・信仰を考えるう

えで有益な情報を含んだ文字史料であり、新

しい歴史資料として活用する基礎的条件を

整えることができた。今後は連載した識語注

釈をまとめ、語句索引および写経に関する論

考を加えて一書として刊行すべく、編集作業

を続けている。 



 

 

 

（２）識語を通じた仏教受容の比較検討 

注釈作業を通して明確になった識語内容

からは、漢籍や仏典の語句を駆使して記念性

の高い文章が構成されていることが指摘で

き、先行する願文類（『文選』や『広弘明集』

所収の作品など）を参照した可能性が高い。 

この点は八世紀における仏教受容を一次資

料である写経を通じて具体的に解明したも

のと評価でき、さらに敦煌写経など同時代の

中国における事例との比較なども視野に入

れた研究の展開が期待できる。 

 

（３）識語に見る仏教信仰の解明 

注釈を通して「知識」（結縁した信仰集団

が財物・労力を拠出して仏典の書写や仏像・

寺院の造営などの諸事業を行うこと）による

写経の実例を多く抽出することができた。東

大寺の大仏造営や行基の社会事業と同様、当

時の社会において「知識」が定着し、写経が

その手段とされていたことが確認できた。 

「知識」写経のなかには「天朝」「聖朝」

など天皇の安穏を祈願した文言がみられ、 

写経は肉親や一切衆生への功徳だけではな

く、当時の社会秩序を安定させる目的があっ

たことも指摘できる。 
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